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 　植物アルカロイドは、その⽣生理理活性のために医薬や毒物として利利⽤用されて
きた。アルカロイドは、特定の植物種や属に限定して蓄積される⼆二次代謝産
物であり、その⽣生合成は顕著な組織特異異性や刺刺激応答性を⽰示す。
 　強い薬理理活性を⽰示すニコチンは、化学防御に機能するタバコアルカロイド
である。ニコチン含量量が低下したタバコ変異異体において、発現が抑制される
遺伝⼦子をスクリーニングすることで、ニコチン⽣生合成系遺伝⼦子を効率率率的にク
ローニングした。酵素やトランスポーター(Plant  Physiol  2009)に加え、こ
れらを統括的にコントロールするマスター転写因⼦子を同定した(Plant   Cell  
2010,  Plant   J  2011,  Plant  Physiol  2013)。同定された転写因⼦子が、低ニ
ココチン変異異の原因遺伝⼦子である
ことやニコチン合成を誘導する
ジャスモン酸(JA)シグナルの情
報伝達系を構成することなどを
明らかとした。
 　タバコと同じナス科に属する
トマトにも同種のJA応答性転
写因⼦子が存在し、トマチンなど
のステロイド性アルカロイドの
⽣生合成遺伝⼦子群を制御すること
を⽰示した。多種多様なJA誘導
性⼆二次代謝に共通する制御機構
が存在する可能性が⾼高い。マス
ター転写因⼦子を含む制御ネット
ワークを解明し、有⽤用代謝産物
の代謝⼯工学への応⽤用を⽬目指す。


